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10月1日（土）〜7日（金） 10月8日（土）〜14日（金）

特集 特集いちかわでゆったり湯めぐり 動 物 園 の 歴 史

いちかわエフエム
83.0MHz「いちかわイブニングインフォメーション」
毎日午後6時30分〜35分（5分間）

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

J:COM（CATV）

デジタル11ch

広告

市では経費削減のため有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。

放送
時間

 9：00 12：00
20:00 23：00
一部放送時間の変更有
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

７,３４１人（9月16日現在）

〈広報広聴課〉

市川市役所フェイスブック 検索

夢が後輩を照らす 次にくる住みたい街は本八幡 9月12日

市川の美味しい「お福」わけ 8月27日自分を守り、大切な人を守る 8月28日

9月14日

　今回の特集は街あるき。街の顔は人
と同じで十人十色、同じ市内でも地域
によって雰囲気がまるで違います。それ
でも共通するのは住む人の「地元愛」で
しょうか。その熱意ある話を聞くと、それ

だけでその地域が好きになってしまいそ
う。そんな取材の合間に、全国の広報担
当者が集まる有志の勉強会に行ってき
ました。広報の役割は「街を好きになっ
てもらい、街を応援してくれる人を増や

すこと」だそうです。住民のみなさんから
たくさんの「好き」をもらった私は、気持
ちだけなら全国の広報どこにも負けない
ぞ。これからも、この街の「好き」をたく
さん集めて歩きたいと思います。

市川市住民基本台帳人口（8月31日現在） ▶ 480,528人　男 244,191人  女 236,337人  235,439世帯

　夢を持つことの大切さを感じてほし
い。バスケットボール日本代表「アカツキ
ファイブ」のメンバーとしてリオ五輪に出
場した三

み

好
よ し

南
な

穂
ほ

選手からのメッセージ
です。リオ五輪の報告に市
役所を訪れた三好選手を、
母校である東国分中学校
バスケットボール部2年生
の朝倉梨奈さんと日下部和
葉さんが、正面玄関で花束
を持ってお出迎え。力強く夢
を語る先輩をまぶしげに見
つめていました。
　8月29日には、「フェアリー
ジャパン」の一人、リオ五輪
新体操団体の横

よ こ

田
た

葵
き

子
こ

選

手も、大会の報告に来てくれました。両
選手とも、次の舞台を目指し、練習に取
り組んでいるとのこと。市川にゆかりのあ
る選手の活躍に期待が高まりますね。

　9月10日に放送された「出没！アド街ッ
ク天国」で本八幡が取り上げられたの
はみなさんもうご存じでしょうか。さらに、
大手不動産業者による住宅情報サイト

「SUUMO」でも「次にくる住みたい街は
ここだっ！」のコーナーで本八幡が特集
され「次世代タウンに進化した北口」「実
は歴史と文化の街」「知る人ぞ知る上
質なお店」と、その魅力が分かりやすくま
とめられています。取材を受けた街づく
り推進課は本八幡の再開発を手がけ
た部署ですが、「再開発で生まれ変わっ
た本八幡は、まだまだポテンシャルの高
い街」と太鼓判を押しています。この秋
には都市計画道路3・4・18号（浦安鎌ヶ
谷線）が開通し、来年度は東京外郭環

状道路の開通も控えて、交通ネットワー
クも強化されます。発展し続ける本八幡
に、市外からも注目が集まっているよう
です。

　東京ソラマチのソラマチひろばで「市
川のなし」をPRするイベント「いちかわ
農産物フェアin TOKYO 
Solamachi」を実施しました。
梨農家さんが自信を持って
持参した「市川のなし」2,000
個とヤマザキプラザ市川限
定の「和梨バームクーヘン」
が、無料で配布されるとあっ
て、会場には開始前から行列
ができるほどの大人気。併せ
て行われた梨の試食では、子
どもたちが喜んで食べる様子

が微
ほ ほ

笑
え

ましく、見ているこちら側が幸せ
になるほどでした。

　小学校38校と義務教育学校1校で
市川市総合防災訓練を行いました。Ａ
ＥＤや三角巾を用いた応急救護活動、
バケツリレーや消火器を
用いた初期消火訓練、避
難所訓練など参加者一
人ひとりが自ら考え、行動
し、学びました。写真の男
の子は、お母さんに手
伝ってもらいながら、慣れ
ない手つきでＡＥＤを装
着。感想を聞いてみると、

「ＡＥＤの操作は難しかっ
た、できないかもしれない

…でもお母さんが大変なときは助けた
い」その心意気、大事ですね。


